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よくかんで食べることは、体によい働きがたくさんあります。そのため、普段

から意識してしっかりかむようにしましょう。また、歯と口の健康を保つために

、どんなことができるのでしょうか。家族みんなで考えてみましょう。

あじさいや菖蒲など、紫の花が鮮やかに映える季節となりました。気温、湿度とも高く

なり蒸し暑い時期でもあります。体調管理に気を付けて園での生活を過ごしましょう。

気温や湿度が上昇すると、細菌が原因となる食中毒が多く発生します。細菌は、温度や

湿度などの条件がそろうと食べ物の中で増殖し、その食べ物を食べると食中毒を引き起
こします。この時期は、食中毒に注意しましょう。

食中毒になるとどうなるの？
食中毒になると、多くの場合、おう吐、腹痛、下痢、発熱などの症状を引き起こします。

家庭での発生は症状が軽かったり、発症する人が少なかったりすることから、食中毒とは気

づかれない場合もあります。

食中毒を予防しましょう
食中毒予防の原則は、食中毒の原因菌を「つけない」「増やさない」「やっつける」です。

石けんを使った手洗いを徹底し、食品購入後は早く冷蔵庫に入れて、冷蔵庫を過信せずに早め

に食べること、肉、魚などはしっかりと加熱し、特に肉は中心までよく加熱することが大事で

す。

増やさないつけない やっつける

よくかむことの効果

肥満予防 脳の活性化 消化・吸収を助ける むし歯予防

よくかむとだ液が出て

食べ物ののみ込みや消化

・吸収を助けます。

よくかむと脳の中の満

腹中枢が刺激されて、食

べすぎを防ぎます。

あごの筋肉を動かすこ

とで脳の血流量が増え、

脳を活性化します。

かむことによって出

ただ液の働きで、むし

歯を予防します。
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